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　化学物質の生熊影響を評価する代表的な手法め二っに単一生物種毒性試験がある。この手法は

比較的確立された手法であり、化学物質の有害性の判定やランク付けdま者鋤セあると考えられ

る。しかし、≡単二生物種毒性試験の緒果ほ1≡複雑法梱宣作角を含む実擦め盗態系あ影轡とは程遠

い。また生態系の一部を≡考慮したメソコ’ズム試験やフィ’」ルド試験は、多大な労カやゴストを

伴うため数多くの実験を行うことは不可能である。’そこで、・’化学物質が生態系に及ぼす影響を評

価するコストーエフェクティプかつ効率的なアプローチとして、実験室から得られる豊富なデー

タを畢に生態モデル牽利用して評価する手法が考えられる。しかし、生態モデルは、あくまでも

実際の環境を単純1…数学的に表翠←たも？に過苧卒いため、坐態モデル牢生碑系戸こ対亨る化挙物

質のリスク評坪に利坤す予際・．申k利用卵緯カ汁坤討きれ・辛テ！レ咋叩び野琴
解した上で、モチルめ特徴を杢かした使い方がされる必要がある二’’

　本研究では、日本の特定の水域（諏訪湖5’’め生態系を基’ヒ璃築し’た生態索’毛デル

（CASM＿SUWA〕を利用して112種類の化学物質がモデル生態系に及ぼすリスクの推定及び解

析を行った。また、モデルによるリスク推定結果を解析することにより生態系モデルの生態リス

ク評価における有効性を検討した。

　CASM＿SU平A．．．峠、＝．peA皿菖畔8．ら（1989ン．1…キ？て開琴亭れ．狂生．態．リろク評傾．モデ～レ

（・岬・・…i・g、今蝉g、蝉叩．岬・D宇蝉岬押蝉粋湖即丁？蝉る郎訪漸こ
適用さ芦構築し畔デル碑戸㌢仰まr’乍鋤寅の卒系坤却こ友ぼす坤を評価する
ため’あ生物土ネルギニ翻と塞づく杢態リスク諌価モチル亡備査二被食肉係を考慮し二永温1’’日

射量及び栄養塩濃度に関連した生物種ごとの纏日’変化をシ丘ミ’レニシ自ンするモデルである。

CASM＿SUWAでは、Tab1e1に示す’15種を考慮した。1＝また、．モデルにおける捕食一被食の関

係をFig皿嗜1に示した。モデルで選択した種に対する化学物質のリスクを解析するためにTab1e

2に不した12揮類の化学物質を選択した。また、それぞれの種に割り当てた個々の化学物質の

毒性データをTab工e3に示した。

　12種の化宇物質に苧するそ㍗ぞれの種苧争㍗はグルーイギと．？リろg準雫苧平宇．坤b牛．千及

びTとb1；5’1こ示した二’’’Taも164友び帖bi；’5は、環境中ピウカサギ（物o加百』占）ヒ割ら’当’でた

毒性値（LC50〕の1／100及び1’1000の濃度がそれぞれ存在すると彼定した場合あリスク推定

結果である．このリスク推定の緒果は、たとえ環境印の化学物質の濃度がワカサギの毒性値の

1’100あるいは1’1000であっても、他の種に対する化学物質の感受性の違い及び捕食一被食関

係の食圧の違いによりワカサギに対するリスクの大きさに遠いがあることを示している。また、

丁昼bユe6に示されるように、種によっては毒性データの禍対比較では感受性が低くても、生態学

的関係を考慮したモデル結果の相対比較では感受性が高くなる場合があることがわかる。つまり、

実験室で行われる単一生物種の毒性試験では考慮されない捕食一被食関係などの生態学的特惟

は、化学物質の実際の生態系に対する影響を評価する際、非常に重要な決定要素になりうること

を示している。CASM＿SUW生のような生態学的特性を考慮した生態モデルの利用は、化学物質

の生態系に対する評価・管理を実施する上で有用な情報を提供してくれるだけでなく、化学物質

の生物に対する毒性言式験の条件設定にも有効であると考えられる。
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